
※　実施要領・仕様書の内容を確認した上で、中野区児童相談所夜間休日電話受付業務（以下「本業務」といいます。）にかかる次の事項について、具体的に提案してください。

１　本業務についての基本的な考え方
（１）本業務における意義や目的について、中野区の児童福祉行政や事業趣旨等を踏まえどのように考えているか記入してください。
（２）貴事業者の事業経歴や経営方針を記入してください。
２　実施運営体制
以下の内容を含めた本業務の実施運営体制を記入してください。
（１）配置予定としている相談員及び統括責任者（以下「業務従事者」といいます。）の情報について以下を含めた内容を記入してください。なお、記入にあたっては表紙に記載のとおり、仮称名を用いることとし、固有名称の使用は避けてください（例：「Ａ氏」「児童養護施設にて相談員として勤務経験あり」のように施設等の種別のみを記入する。）。
①　従事予定者の具体的な業務内容
②　配置予定者の業務経験や資格
③　雇用関係（常勤職、非常勤職等）
（２）業務従事者の配置計画を記入してください。なお、本業務以外に貴事業者において受託業務があり、業務従事者が本業務のための配置に限らない場合は、貴事業者における令和７年度の業務受託実績に加えて本業務を受託した場合を想定した上で記入してください。
（３）業務従事者が、児童虐待を理解し適切な対応ができるように、貴事業者が実施する取り組みについて記入してください。
（４）上記（３）のほかに、人材育成にかかる取り組みについて記入してください。
３　電話受付業務
（１）業務フロー
貴事業者が本業務を受託した場合の対応について、仕様書の「５　業務内容」に基づき実施した場合の対応フローについて、次の内容を含めて記入してください。
なお、ここでの事案は仕様書における「５（１）①児童虐待通告受付」の事案とし、「５（２）区職員への速報連絡」が必要な事案（緊急性の判断基準を満たすもの）としてください。
①　電話受付時の相談内容の聞き取り方
②　区職員への連絡する最終的な判断過程及び情報の伝達手段（複数可）（※）
③　相談受付票（速報連絡時・業務終了後）の作成方法及び各報告書類の最終的な提出にいたるまでの過程
　　　　※受託事業者が連絡する「区職員」の体制については、次のとおりとします。
ア　連絡を受ける職員は当番制での対応とし、日替わりで別の職員が対応します。
イ　当番の職員は公用の携帯電話を所持しており、受託事業者はこの携帯電話へ連絡をすることで情報の伝達を行います。なお当該携帯電話は、一般的なスマートフォンを想定しており、伝達手段としては電子メール等の文書による手段又はアプリケーション等の導入についても企画提案書上は可とします（実際の導入時には別途区と協議をする必要があります）。
ウ　区の職員は情報の伝達を受けた後、確認事項があった場合には受託事業者へ連絡を取る可能性があります。
（２）過去の対応事例
貴事業者が過去に受託した同種業務又は類似業務若しくはその他の業務における対応事例のうち、緊急性が高いものの事例（複数可）について、その概要と貴事業者が行った対応について記入してください。
なお、記入にあたっては表紙に記載のとおり、過去の業務実績等については、
仮称名（例：Ａ市Ｂ区）を用いてください。また、固有名詞などの記載や個人等を識別できるような写真の掲載は控えてください。
４　業務にかかる危機管理対策等
以下の内容を含めた本業務の危機管理対策等を記入してください。
（１）危機管理体制や緊急時対応訓練の計画
（２）苦情や事故が発生した場合の対応
（３）業務を安定的に実施するための工夫
（４）個人情報保護及び情報セキュリティの対策、方針等
５　その他の提案
業務を適正かつ円滑に実施できるようにするための以下の工夫について記入してください。
（１）貴事業者が受託した場合において、区の意見を可能な限り反映させるため具体的にどのような工夫を行うかについて記入をしてください。
（２）相談受付票は、区と受託事業者が必要な情報を共有して円滑に業務を実施するための重要な書類です。相談受付票の作成にあたって、特に児童虐待のうち緊急性が高い事案を絶対に見落とさないようにするための様式又は留意事項についての積極的な提案や具体的な工夫について記入してください。
（３）その他実施要領に記載の「本業務に有効かつ優れた内容」として、貴事業者が提案　　　　できる内容がある場合には、記入してください。
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